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知立市における「彫刻のあるまちづくり」展開手法

毎年「野外彫刻プロムナード展」を開催するための振興運営組織として、市の外部組織で
ある「野外彫刻プロムナード展振興運営委員会（以下「振興運営委員会」）を設置（平成
13年９月４日）して実施している。従って主催は市ではなく、振興運営委員会となってい
る。

仮設作品の選定や設置作業は、愛知教育大学の宇納教授を中心としてボランティアで実施
している。

常設作品は、最初に設置した作品（IMOMUSHI)のみ振興運営委員会で購入・設置を行い、
市に寄贈された。その後、企業等による購入・設置及び市への寄贈（ハッケヨイ、かばの
もわもわ、時のかたりべ、風の門）が４点あったほか、区画整理事業完工記念碑として７
点を市の事業費（約７００万円※）によって購入・設置した。
※作品設置及び周辺修景工事費含む。作品自体は50万円以下。

この他、企業が野外彫刻プロムナード展展示作品を買取り、企業敷地内に設置した作品が
２点（石曼荼羅、空）ある。

毎年、知立市が15万円、知立ライオンズクラブが14万円を振興運営委員会に出資してき
た。

仮設作品は、展示終了後、購入することができる。

常設作品は、５点が野外彫刻プロムナード展展示作品（IMOMUSHI、ハッケヨイ、かわのも
わもわ、童－空想と思案－、時のかたりべ）、７点が新規制作作品である。

市は毎年設置する展示作品について、買取りや謝礼は行っていない。

仮設作品の設置工事費やパンフレット制作費は、振興運営委員会の事業費で賄っている。

（３）設置場所

・

・
常設作品は、１１作品が公園や遊歩道に設置され、１作品（時のかたりべ）は福祉の里八
ツ田に設置されている。

毎年開催する「野外彫刻プロムナード展」の会場は知立市文化会館（パティオ池鯉鮒）の
エントランスロードである。

野外彫刻プロムナード

展振興運営委員会

・主催

知立市

知立ライオンズクラブ

愛知教育大学
野外彫刻

プロムナード展

・協賛金

・負担金

・作品選定、提供

・作品設置作業

・設置場所の提供

・野外彫刻プロムナード

展推進計画策定委員会

を設置し、今後のあり方

について検討

・包括協定締結

・（知立市→大学）土地

区画整理事業完工記

念碑の制作依頼

企業等

・作品購入

・作品寄贈



知立市が保険を掛けている作品 プロムナード委員会が保険を掛けている作品

5

野外彫刻プロムナード展 関連彫刻設置図

1

3

2

4

5

『IMOMUSHI』 鵜飼留美子『わ－WA－』 梅本洋子

1

『童ー空想と思案ー』 久野佐和

3

『談ーChat－』 野村和弘

4

『ネコゴッコ』 都築美咲

2

6
7

11
9

10

『風の門』 近藤均

6

『水顔－みずかほー』

7

『ハッケヨイ』 市川徹

9

5

『ハジマリノカタチ』 小島雅生

11

『かばのもわもわ』 高崎雅代

10

公園通

丁凪公園

鳥居公園

知立市文化会館

野外彫刻

プロムナード展

展示場所

8

ピアゴ知立店

『記憶―猫―』川本麻裕

8

知立市が保険を掛けている作品 プロムナード委員会が保険を掛けている作品

5

野外彫刻プロムナード展 関連彫刻設置図

1

3

2

4

5

『IMOMUSHI』 鵜飼留美子『わ－WA－』 梅本洋子

1

『童ー空想と思案ー』 久野佐和

3

『談ーChat－』 野村和弘

4

『ネコゴッコ』 都築美咲

2

6
7

11
9

10

『風の門』 近藤均

6

『水顔－みずかほー』

7

『ハッケヨイ』 市川徹

9

5

『ハジマリノカタチ』 小島雅生

11

『かばのもわもわ』 高崎雅代

10

公園通

丁凪公園

鳥居公園

知立市文化会館

野外彫刻

プロムナード展

展示場所

8

ピアゴ知立店

『記憶―猫―』川本麻裕

8


